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青少年教育シ ソ ー ラ ス 開発 と情報検索につ い て

＊井 上 　 透

　国立オ リン ピ ッ ク記念膏少年総合セ ン ター （以下国立青少年セ ン ターと略す）で は、青少年
教育 に 関する シ ソ

ーラ ス 開発を行い
、 情報検索シ ス テム を構築 した。

　また 、 1994舞 4月 に は国立欝少年教育施設 の ネ ッ トワーク化を行い、全国の国立欝年の 家や

少年自然の家2了カ所で検索シ ス テ ム の 利用が可能 とな っ た 。 最新 の青少年 に 関する様 々 な調 査

報告書や事業報告書、学習事例等を簡単に検索する こ と で 、 各施設は事業企画 や運営に役立つ

惜報を直接入手出来るように な っ た 。

〈 キ
ー

ワ ード〉　シ ソ
ーラ ス

、 青少年教育 、 情報検索シ ス テ ム、教育情報ネ ッ トワ ーク

1　 欝少葎教育 シ ソ
ー

ラ ス研究開発の概要

　1。シ ソ
ー

ラ ス 開発 の 必要性

　 国際化 ・情報化の進展や学校週 5 日制の 実施等 、

近年、青少年教育を取 り巻 く環境に急激な変化が

生 じて い る 。 青少年教育施設や団体の 行う事業運

営に っ い て もこ れ らの 変化に対応することが求め

られてお り、今後青少銀教育に 関する情報提供の

必要性が ますます高ま っ て い くと思われる。

　 国立青少年セ ン ターは 、 全国の青少年教育関係

機関 の 中核的施設 として の 役割を果たす べ く、内

外の 青少年に関する調査研究や事業の 情報を収集

し、青少年教育関係者に提供 して い る。

　 近年、こ の よ うな情報撮供の 要望が ますます増

加の傾向にあり、 当セ ン ターが所蔵する青少年教

育に 関す る多 くの文献資料を収集整理 し、提供す

る ため に は コ ン ピ ュ
ー

タを利用 した情報検索 シ ス

テ ム が不可欠で あるとの 認識に 至 っ た 。

　 しか し、青少年教育に 関する文献に利用 されて

い る用譖 （語彙）の 表記や概念は 、 使用する個人

や機関に よ り微妙に異な っ て お り、統一
されて い

な い
。 文献検索を行 う側と、 情報を蓄積 し提供す

る側 （グル ープ化 しキー
ワ
… ドを与え る側）が同

じ摺語を使用 しない かぎり正確 に 必要とする情報

に 到達 する こ と が 困難とな る。 そ こ で 、 用語を統
一

す る こ と に より、 清報検索の 効率化を図る シ ソ

ーラ ス作 りが必要とな っ て くる。また、シ ソ
ー

ラ

ス が 出来れば 、 検索す る入 の 設定 した用語をキー

ワ ードに置 き換えた り、 関連す るキ
ー

ワ
ー

ドを検

索する人に提示 したりする、 厂青少年教育に精通

した人が検索を援助するよ うな 」 ソ フ トウ ェ ア 開

発が可能とな る 。

　そ の ため、情報検索 シ ス テ ム の 基礎で ある 的確

な情報を選び出すた め に 使用 され るキーワ ー ド集

（検索用語集）として、　 「青少年教育シ ソ ーラ ス 」

の 開発に平成 2年度よ り 3年計画で 着手 した 。

2 ．研究開発組織

（1）開発調査研究委員会

　 「青少年教育 シ ソ
ー

ラ ス 1 の 性格 、 抽出語彙 の

評価 、 カテゴ リ
ー

の 検討 ・修正 、 仮 シ ソー
ラ ス の

検討 ・修正、シ ソ
ー

ラ ス完成後の維持管理 な ど、

総括的な助言 ・指導を得る た め 、 青少年教育関係

者及び コ ン ピ ュ
ー

タ
・シ ソ

ー
ラ ス 研究者 7名 （下

言己）で構成され る 「青少年教育 シ ソーラ ス 開発調

査研究委員会1 を設 け、 開発を行 っ た 。

（座長）深谷　哲　　　椙山女学園大学

　　　　菊池　龍三郎　茨城大学

木村　捨雄

後藤　忠彦

坂本 昇
一

千石　保

山本　恒夫

〔座長を除き五十音順、敬称略

鳴門教育大学

岐阜大学

千葉大学

（財） 日本青少年研究所

筑波大学

　　　　1993年 3月現在〕

（2）研究開発の 実務担当

「青少年教育 シ ソ
ー

ラ ス 」 開発作業は 、　 「青少年

教育 シ ソ ー
ラ ス 開発調査研究委員会」 の指導 ・助

言に基づ き、国立青少年セ ン ター調査連絡課が行

っ た 。

＊ 国立 オ リ ン ピ ッ ク記 念青少年総合 セ ン タ ー　調査連絡課
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3．開発 目的

　コ ン ピ ュ ・一一タ に よ る自然言語処理で 、 情報検索

にお い て 的確な文献情報を選びだすため に使用さ

れる検索用語集と して開発する こ とと した 。

4．対象文献

　国立青少年セ ン タ
ーが調査 ・収集 し、 所蔵する

約 5万 冊の 青少年教育関係文献資料を対象と した。

資料の 特色は 、 青少年教育関係の 事業報告書 ・事

例集、青少年を対象と した調査研究報告書 、 青少

年教育関係の 白書 ・統計デー
タ集等で あ り、教育

現場で の 実践資料が多 く、 論文 ・雑誌記事等学術

資料は少ない 。

　なお 、 資料収集の ため の 全国調査を毎年実施 し

て おり、 年間約 1，500冊の 資料を蔵書に加えて い

る 。

5．対象領域

「青少年教育 シ ソ
ー

ラ ス 1 で 採用 した キ
ー

ワ
ード

群 の 中心領域は 「教育内容」 、　「教ff　・学習方法 1

「学習形態」 、　「教育事業 」 等 の 青少年教育の 核

心部分で ある。中心へ 密接に関係する部分 （近接

領域）に 「教育 ・学習環境 」 、　「教育一般」 、 青

少年の 「か らだ ・心 ・行動」 の キーワー ド群を置

き、 さ らに周辺 領域 として 中心 の 理解に 必 要な 「

情報 ・文化 ・ス ポーツ 」 、　「社会 ・政治」 の キー

ワ
ー ド群を加えた 。

6．想定利用者

利用者と して、国立青少年セ ン タ
ー所蔵資料の

中核で ある実践資料を求める、青少年教育行政撮

当者 、 青少年教育施設事業担当者 、 青少年団体指

導者を想定 した。また 、自然教室等集団宿泊研修

の増加から、 同種の 情報要求を予測 し、 学校教育

関係者に っ い て も配慮 した 。

了。利用者へ の 配慮

　開発 に あた り、 検索者が キ
ー

ワ
ードを選択 し易

い よ うに、　「対象」 、　「内容」 、　「方法 ・形態 」

の 明確化を図り、 且 つ 「青少年教育シ ソーラ ス 」

を利用 した文献へ の キーワ
ー ド付けが容易に可能

に行え るよ うに した 。 また、検索の重要な手掛か

りで ある 「事業報告書」 、　「調査報告書ll、　「事

例蘂」 、　 「紀要」等の 資料形態をキーワー ドに含

めた 。

8．開発経過

・1990年 6月　青少年教育の 分野で使用されて い る

　　　　　　 語彙の収集を開始

○対象文献

　 青少年教育主題分類表 （1983年）

　　青少年教育関係資料一覧 （1〜 3 版）

　　　　　　　　　　 国立青少年セ ン ター

○参考文献

　社会教育に関する主要記事 ・論文索引

　　　　 （工986年 1月〜1990年12月）

　　　　 「社会教育1　（財）全日本社会教育連合会

　 Thesaurus　on　Y  uth 　　National　Youth　Bureau

　婦人教育シ ソ
ー

ラ ス （第 2版）

　　　　　　　　　　　　　　国立婦人教育会館

　我が国の 文教施策 （平成元年度）　 文部 省編

　青少年 シ ソ
ー

ラス

　青少年問題 の 現状と対策 （青少年白書）

　　　　　　　　以上　総務庁青少年対策本部

　新社会教育事典 （昭和58年）第
一法規 出版 

　新教育学大事典 （平成 2年）　　　
〃

　青少年問題用語小辞典 （1979年）  同朋 舎出版

・1990年 12月

・1991年 3月

・1992年 1月

　　　第
一一

回開発謂査研究委員会を開催 し

　　　開発 の 方向性を検討

　　　約 8、　OOO語 の 収集語彙か らグル
ープ

　　　化を開始

10月　語彙の グル
ープ化に並行 して カ テ ゴ

　　　リーの検討を進め る

　　　第二 回開発調査研究委員会を開催 し、

　　　10の カ テ ゴ リー決定

　　　 6GO語彙の 構造化 （各語彙につ い て

　　　同義語 、 上位 ・下位関係 、 関連語 の

　　　定義を行う）開始

2 月　シ ソ
ー

ラ ス データベ ー
ス の 開発

4月　青少年教育関係資料デー
タベ ース の

　　　開発

5月　仮シ ソーラ ス （第 1次案）の 完成 。

　　　青少年教育関係資料デー
タベ ー

ス を

　　　利胴 して、各資料へ の キーワ ード付

　　　けが可能か ど うか の イ ン デ ク シ ン グ

　　　テ ス ト開始

10月　キ
・一

ワ
ードの 再調整

11月　仮 シ ソ
ー

ラ ス （第 2次案） の 完成

12月　各開発研究委員に よ る校閲
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・1993年 1月　第三 回開発調査研究委員会を開催 し、

　　　　　　 索引語 の 最終検討及び開発後の シ ソ

　　　　　　
ー

ラ ス の 維持管理 を検討

　　　 3月 「青少年教育 シ ソ
ー

ラ ス 1993年版 」 の

　　　　　　 完成 ・印刷 ・配布

9s シ ソ ーラ ス の構成

　 「青少年教育 シ ソ
ー

ラス 」 は、キー
ワ
ー ドを五

十音頌 リス ト、 カテ ゴ リー別 リス ト、 ア イデ ン テ

ィ フ ァ イ ア 、 略語 の 4部で構成した。

（1）五十音順 リス ト

・見出し語　構造化された語彙は記述子 と呼ばれ 、

　　　　　 索引語 （キーワー ド）と、 検索時に

　　　　　　同義語を索引譖に 置き換える た め の

　　　　　　USE 〜 （こ の 用語の代わ りに 〜 を

　　　　　 使用する）付の非索引語の 2種類が

　　　　　　あ る 。 記述子に 同義語 （非索引語）

　　　　　 が ある場合 、 UF 〜 （used　for ：
〜）

　　　　　　の代わ りに この 見出し語を使用する

　　　　　　に よ っ て 関係を明確に してある。
・カテ到一

・sN

・BT

・NT

・RT

〈凡　例 〉

記述子の属するカテ ゴ リ
ーを 〈 〉 内

に表示 した 。

記述子の 概念や範囲を明確にする必

要が ある場合は SN （scope 　 note ）

を付与 し説明を付記 して あ る。

上位 ・広義概念語 に BT （broader
terrn）を付与 して ある。

下位 ・狭義概念語に NT （narrower

term）を付与 して ある。

関連語 、 類義語に RT （related

term）を付与 して ある。

　觜少年教育施設 　　　ぜいしょう泌 きょういくしttっ

く 皿 〉教育 ・学習環境

　 SN 　 自然の 中で の 共同生活や、

… ・・…

UF 　 青少年教育関係施設

TTTBNR 社会教育施設

少年自然の 家

青少年教育

学校外活動

　青年の 家

集団宿泊研修　　体験学習

青少年教育事業　 ・…

禽少年教育関係施設 　　せいしょう勸きaういく鰯 1、しせつ

USE 　青少年教育施設

（2）カ テ ゴ リー別記述子 リス ト

　シ ソーラ ス が言葉を選択する た め の道具 とすれ

ば 、 カ テ ゴ リー別記述子 リス トは記述子を選択す

るための 表で あり、 選択手段で ある。

一覧で は、

用譖が探 し易い よ う下記の 10カ テ ゴ リ
ーに グル ー

プ化 し分類配列 した 。

　 〈 1 ＞ 　か らだ ・心 ・行動

　〈 ll＞　対象

　 く 皿 〉　教育 ・学習環境

　＜IV＞　教育内容

　〈 V ＞　教育 ・学習方法 ・形態

　＜ VI＞　教育事業

　〈v矼〉　情報 ・文化 ・ス ポー
ツ

　〈 田 〉　青少年団体 ・グル ープ

　〈 璽 〉　教育一般

　 く X ＞　社会 ・政治

（3） ア イデ ン テ ィ フ ァ イ ア

　記述子 と同様にキ
ー

ワ
ー

ドで ある 。 記述子は統

制をか けられた索引語で あるが 、 アイデ ンテ ィ フ

ァ イア （identif｝er）は地名 、 国名 、 法律名 、 人

名、機関名、組織名、入種 ・民族名、宗教名、言

語名 、 動植物名等の 、 より明確 に文献 の 内容を表

現するた め に使用 される、統制されな い 索引語 で

ある 。

　 「青少年教育 シ ソ
ー

ラス 」 で は 、 高 い利用度が

予測される都道府県名、指定都市名 、 国 ・地域名 、

省庁名、法令名を取 りまとめた 。

〈 凡　例 〉

アイデン テ ィ フ ァ イア 　読み

〔都道府県名〕

北海道

青森県

岩手県

宮城県

ほっか1、どう

あおもり肪

いわてけん

みやぎ嚇

略語

森

手

城

青

岩

宮

（4）略　語

　略語は 、 情報検索時に キ
ー

ワ
ー ドに変換 し、索

引語と同様の利稽 を可能 とするため に設定した 。

「青少年教育シ ソ
ー

ラ ス 」 で は、記載 されたキ
ー

ワ ードに つ い て の 略語 を一覧に した。

〈 凡　例 〉

略 語 　 読み 　 キー
ワ
ード

　 GA 　　 お一え一　 オ フ ィ ス オ ー
トメ ーシ ョ ン

　国連 　　　こく畆　　国際連合
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ll 情　報　提　供

　 1、情報検索シ ス テ ム の開発

　　国立青少年セ ン タ ーで は 、 資料へ の キ ー
ワ
ー ド

付けの イ ンデ クシ ングテ ス トやキー
ワ
ー ドに使用

　した全用語の 利用頻度を確認する等、シ ソ
ー

ラ ス

　の 開発を現実的に 進め る た め 「青少年教育関係資

料データ ベ ース 」（FujituOSIV−ESP皿、DBMSは DBEM）

を開発 した 。 こ の データベー
ス を有効活用するた

め、情報検索用 サ ーバ ー （AT＆T−S3345，0SはUNIX
−SVR4）を導入 し 「青少年教育 シ ソー

ラ ス J を組み

込んだ情報検索 シス テ ム の開発 を行 っ た 。

　 情報検索 シ ス テ ム は、メ ル ボ ル ン大学の ピー
タ

ー ・ポール 教授を中心 と した研究グル ープ で 開発

　された文書検索用VBMSで ある
“
TEXPRESS

”
を使用

　した。シ ソーラ スを利用 して 的確に効率よ く文献

情報を選び出せ るだ けでな く、 検索方法 も、これ

まで の 情報検索シ ス テ ム で は不可避であ っ た コ マ

　ン ドを使用 した 複雑な もの で はな い
。

一般の 利用

者が パ ソ コ ン の フ ル ス ク リーン画面に設定 された

場所で、イ ンデクシ ングした ・P−一ワ
ー一ドに行 うシ

　ソ ーラ ス 検索や文献名 、 著者 、 発行所 、 資料内容

に行 う自然語検索 （テ キ ス ト情報は全て 自然語 の

検索が可能）が可能とな っ て い る。 タイプイ ン し

た 用語 に 画面 の 指示に従 っ て フ ァ ン ク シ ョ ン キー

を押せ ば検索出来るよ うに開発を行 っ た 。

2．ネ ッ トワークを通 じた惰報提供

　文部省と国立青少年セ ン タ
ー

は、国立青少年教

育施設運営の 中心で ある利婿団体の 受入れ業務 、

利用統計業務 、 主催事業実施結果報告業務等の 事

務合理化及び各施設間の 情報の 共有化を目的に、

文部省生涯学習局青少集教育課 と国立青年の 家13
施設及び国立少年自然の 家 14施設が、電話回線を

通 じて 国立青少年セ ン タ
ー

の サ
ーバ ー

に援続す る

「国立青少年教育施設ネ ッ トワ
ー

クシ ス テ ム 1 を

1994年 4月よ り運用 して い る。

　 こ の ネ ッ トワ
ー

クは各施設の パ ソ コ ンをUNIXマ

シ ン の クライ ア ン トと して 設定 して お り、 イ ン ハ

ウス と同様に フ ル ス ク リーンで の 検索が可能 とな

っ た。

　各施設 は国立青少年セ ン タ
ーの 開発 した シ ソ

ー

ラ ス に よ る情報検索や全国の青少年教育施設デー

タベ ー
ス 、 学習事例デー

タベ ー
ス （国立施設 の 主

催事業実施結果報告）の検索や 、 各施設 の利用状

況デー
タ の入手 も可能にな っ た 。

皿　今後の 予定

　 1．シ ソ
ー

ラ ス の改訂

　　青少年教育は実践活動との 関係が深く、実践の

　中で 理論が生み 出され 、 社会構造の 変化とと もに

青少年教育の内容 も変化 して きた。また、社会全

　体か ら若者文化を見ると、 言葉に関 して は最 も変

　化の多い領域で ある。

　　そ の た め 、　 r青少年教育 シ ソ
ー

ラ ス 」 の 対象と

する領域は中心 ・周辺を問わず流動性が高い こ と

か ら、 短 い サイ クルで 索引語の 見直 しを行 う必要

　が ある。そ して、情報検索 シ ス テ ム の 運用か ら累

積される検索に 使用 され た用語の 分析を基に した

記述子の再検討を進める予定で ある 。

2．本格的ネ ッ トワ ーク シ ス テ ム の 検討

　 「国立青少年教育施設ネ ッ トワ
ー

ク シ ス テ ム 」

は 、 国立青少年教育施設の 事務合理化を目的と し

た 内部用 シス テ ム であ り、 情報提供を 目的と した

ネ ッ トワ
ー

クとは性格を異に して い る。

　 しか し、パ ソ コ ン 、モ デム （槲 P5クラス） と専用 の

通信 ソ フ トウ ェ ア （KTERM）を準備すれば、 接続が

可能とな り、より
一

般向けへ の ソ フ トウ ェ ア改良

や多数の ユ ーザーを対象 とした管理 シ ス テ ム の 開

発 、 通憐回線 の 準備等に よ り外部へ の情報提供を

行える 。

　国立青少年セ ン タ ー一で は 、 費少年教育関係者か

らの 二 ・一ズや 、 各方面で検討されて い る学習情報

の ネ ッ トワ
ー

ク化を考慮 しなが ら、将来の 情報提

供の 在り方に っ い て 、現在検討を行 っ て い る。

3．映像デ
ー

タ との リ ン ク

　近琢 、 収集資料の 中に ビデオテ ープ等の 映像資

料が増加 して い る。 そ の ため、来年 1月よ りAV
コ ーナー （平均20分テープ約 300本をデ ジタ ル化

した ビデオ ・
オ ン ・デマ ン ドシス テ ム ） の 稼働を

予定 して い る。また、将来にお い て効果的な情報

提供を行うため 、 情報検索 シ ス テ ム との リン クを

検討する必要性がある と考えて い る 。

4t おわ りに

「青少年教育 シ ソー
ラ ス 」 は國立青少年セ ン タ

ー

の所蔵資料の 整理 ・提供を目的に 開発された もの

で あ る。 その ため 、 シ ソ
ー

ラ ス をより汎用性が高

く、 利用 し易い もの に改善するため 、 内容に っ い

て の ご意見をお知 らせ い た だければ幸い で ある 。
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